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平成28年度消費生活相談概要
〜依然として多い高齢者の被害〜
平成28年度の相談状況をまとめ
ました。相談件数は1,521件で、平
成27年度の1,649件に比べて128件
の減少となっています。
相談内容をみてみると、デジタル
コンテンツに関する相談が27年度
より32件増加し、116件となりまし
た。その中でも「『有料動画サイトの
未納料金がある』と身に覚えのない

メールが届いた」という架空請求に
関する相談が約95％を占めていま
す。また、アダルト情報サイトに関
する相談も依然として多く寄せられ
ており、引き続き注意が必要です。
年代別で見てみると、60歳代以上
の高齢者からの相談件数が多く、全
体の約36％を占めています。この年
代では、他の年代に比べて、屋根工
事・外壁塗装工事に関する相談や新
聞の購読契約に関する相談が多いこ
とが特徴です。
詳しい相談概要や、悪質商法の手
口・対処法は、市ホームページ「市
民の方へ」→「安心安全」→「消費

生活相談」でご覧いただけます。事
例を知って注意しましょう。

■この記事に関する問い合わせ先
市民・消費生活相談室
緯354－8147 胃354－8452
■契約トラブルに関するご相談は
相談専用電話 緯354−8264
受付日時 月〜金曜日

（祝日・年末年始を除く）
9：00〜12：00、13：00〜16：00

市民・消費生活相談室に寄せられた相談事例などから、安全に安心し
て消費生活を送るために役立つ情報をお知らせします。

第４回
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ムクドリ対策に「放鷹作戦」
ほう よう

近鉄四日市駅東側から三滝通りに
かけての中央通りのクス並木には、
ムクドリの大群が飛来しています。
この木をねぐらにして、毎夕、数千
羽のムクドリが舞い降りて来るため、
通行者へフンを落としたり、周辺へ
の鳴き声による騒音被害が発生した
りしています。
市街地は明るくムクドリの天敵が
少ないことが飛来の理由と考えられ
ているため、タカを使ったムクドリ
の追い払い作戦を始めました。実施

範囲は、近鉄四日市駅を中心とした
中央通りです。
鷹匠が並木道を進みながら、タカ
たか じょう

を放っては呼び戻す作業を何度も繰
り返しながら、ムクドリを追い出し
ます。鷹匠の腕からタカが飛び立つ
と、木の枝で休んでいたムクドリが
一斉に逃げていきました。
ムクドリが中央通りから近隣の諏
訪公園や鵜の森公園などにねぐらを
移さないように注意して放鷹を行い、
10月末まで、週２〜３回の予定で実
施しています。ムクドリが「市街地
にはタカがいる」と学習して、本来
のすみかである山へ帰るよう、取り

組んでいます。第９回

市街地整備・公園課
（緯354－8197 胃354－8404）

問い合わせ先

ムクドリを追い払うタカ（上）
追い払われたムクドリの大群（下）

本市の主な施策や旬の話題を取り上げるコーナーです。
今回は、中央通りの鳥害対策について紹介します。
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